
  

函館市のボランティア活動を紹介 

ボランティアセンターだより 
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FAX23-2224 

函館市ボランティアセンターでは、このほど登録団体の活動や社協ボランティア関係情

報等を紹介する広報紙を発行することになりました。各団体の活動を広げる PR や、さら

には他団体との連携に繋がることを期待しています。今回は創刊号として、ボランティアセ

ンターの紹介に加え、函館市ボランティアセンター登録団体の日々の活動についてご紹介

します。今後は、地域で活躍するボランティア団体の紹介等に加え、ボランティアに関する

様々な情報を発信していきたいと考えておりますので、ぜひご覧下さい。 

ボラ
ンテ

ィアセンターって

何を
するところ？

はじめに 

住友 紫帆 

ボランティア相談窓口では、火曜～金曜 10：00～15：00に相談員を配置し、 
皆様のボランティア活動のお手伝いをしております。 
今年４月より新たに２名の相談員が加わり、活動しております。 
今回は新メンバー２名をご紹介します。 

平沢 修 

 

ボランティア活動での困りごと等のご相談に応じたり、ボランティアに関わ
る様々な情報を提供したりしております。また、ボランティア活動をしたい

人と、ボランティアによる支援を求める人を繋ぐ役割も担っております。 

3年前リタイアして 
函館に戻ってきました。 
ボランティア活動を 

している皆様に少しでも 
お役に立てるよう 
努めてまいります。 

 

 

 

認知症になった 
祖父の介護が 

きっかけで１０年前に 
移住してきました。 
まずは気軽にお立ち
寄りください♪ 

 



ボランティアセンター登録団体活動紹介

函館観光ボランティア一會（いちえ）の会
 

1986年から活動している観光ボランテ

ィアガイドの団体です。会の名称「一會」は 

「一期一会（會）」からとりました。 

 

 

 

一會の会は、修学旅行生や団体ツアー、個

人旅行者などへ、五稜郭公園や西部地区を

中心とした観光ガイドをしています。依頼元

は主に旅行代理店ですが、個人からも受け付

けています。一人でも多くのみなさんに函館

の魅力を知って頂き、楽しんで頂けることが

モットーです。最近では観光客もコロナ前に

戻りつつあり、ガイドのスケジュールも埋まっ

てきました。現在会員数は 18名ですが、全

ての依頼に対応できないことがあるほど 

大忙しです。 

 

 

 

谷口さんは 5年

前に入会、それまで

も他団体で観光案

内や函館山の要塞

や自然のガイドもし

ていました。 

昨年 4月から事

務局長に就任、会

員の高齢化や会員

数減少の問題に取り組んでいます。修学旅行

生のガイドの時は、できるだけ生徒に質問し

答えを引き出し、興味をもってもらうよう話

しています。 

 

 

 

新メンバーを募集しています。5月に観光

ガイドの体験ツアーを 3回実施、参加した人

の中から 2名が入会しました。資格も経験も

不要で、同行研修もあるので学びながら活動

できます。今年からホームページも立ち上げ

情報の発信にも務めています。 

 
谷口様 連絡先 

080－6090－9974 

一會の会ホームページ 

 団体の活動 

 人の想い 

 繋がる・広がる 



函館ＲＣ（Reading Circle）
 

函館 RCは、視覚障がい者を対象とした対

面朗読活動を行っている団体です。 

 

 

 

視覚障がい者のもとを定期的に訪問し、新

聞、雑誌、小説や専門書まで対面で朗読して

います。また、函館視力障害センターで年に

1、2回発行される広報紙の音訳も行ってい

ます。 

鍼灸院を営む視覚障がい者さんのお宅を

訪問した際、鍼灸の専門書を朗読する場面が

あり、専門用語の読みがわからなかったり、

図の説明が難しかったりと苦労したこともあ

ったそうです。 

 

 

 

 

会を代表して話をしてくれたのは、会員 

となって約 15年という北村鏡子さん。  

入会したきっかけは、ちょうどその頃、福祉 

センターで開催されていた講習会に参加した

ことでした。その際に、いくつかのボランティ

ア団体の紹介があり、その中から自分でもで

きそうだ！と考えて決めたのが函館ＲＣ。 

活動を通して自分自身の勉強になること

が多く、日常でも視覚障がいの方を見かける

と、その気持ちに寄り添い自然に声掛けやお

手伝いができるようになった、とお話しされ

ていました。 

 

 

 

 

昭和 59年発足と長い歴史を持つ函館

RCですが、以前は 10名位いた会員数も 

現在では 8名と減少傾向にあるようです。 

そして、会員減少の一番の原因は、高齢化が

考えられるようです。また、朗読の依頼自体

も少なくなっている現状を伺いました。 

皆さまにとって、本紙が新たなボランティ

ア活動・団体を知るきっかけになったらいい

な…自分にもできるかも！やってみたい！

と興味を持ってくれる方が少しでも増えてほ

しい。そんな想いでご紹介させていただきま

した。 

 

 

 

函館 RC連絡先： 

0138-45-0240 事務局 丹野

 団体の活動 

 繋がる・広がる 

 人の想い 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

募金500円につき、１個贈呈いたします。 赤い羽根共同募金 

「寄付金付きご当地ピンバッジ」とは 
"赤い羽根"に地域で親しみのあるキャラクタ
ーや観光名所を合わせてデザインをし、赤い
羽根共同募金を身近に感じながら、積極的
に参加・協力いただくことを目的に実施して
います。ご協力いただいた募金は製作費を

差し引いた金額が募金となり、翌年度函館
市に配分され、地域福祉活動等に大切に使
われております。 

【お問い合わせ先】 函館市ボランティアセンター 

〒040-0063 函館市若松町 33-6 総合福祉センター3階  TEL 23-８９０９ 

函館市ボランティアセンターでは、ボランティア登録者を募集しています。 

話し相手になってほしい、施設のイベントの手伝いをしてほしい、通院に付き添ってほしい

等様々な依頼に対し、希望される活動内容に合わせてマッチングしております。 

詳しくは、下記事務局までお問い合わせ下さい。 

函館空港、五稜郭タワー、函館山展望台等の市内各所に設置しております。 

詳しくは、函館市共同募金委員会 TEL：23－2226までお問い合わせ下さい。 

2023「函館市限定」ご当地ピンバッチ NEWデザイン登場！ 
 

ユニセフ協会に送る切手を集めています 
 

函館市ボランティアセンター ボランティア登録者募集中！ 
 

【使用済み切手】を集めています。 

切手の周りを５㎜ほど残して切ってください。 
 

皆様から頂いた使用済み切手は、ユニセフ協会へ送っています。 

相談窓口入口に設置した、切手収集用ポストをご利用ください。 
 

一人一人の小さな力が大きな力になりますように～ 

ご協力をよろしくお願いいたします。 


